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騒
乱
の
時
代
に
歌
人
と
な
っ
た
武
士 

西
行
（
１
１
１
８
ー
９
０
） 

 
 

欲
望
の
渦
巻
く
王
朝 

  

ど
の
よ
う
な
国
家
に
も
企
業
に
も
組
織
に
は
栄
枯
盛
衰
を
回
避
で
き
な
い
宿
命
が
あ
り
ま
す
。
紀

元
前
六
六
〇
年
に
神
武
天
皇
が
即
位
さ
れ
て
以
来
、
二
七
〇
〇
年
近
く
、
一
二
六
代
の
天
皇
が
一
系

で
存
続
し
て
き
た
と
さ
れ
る
日
本
は
世
界
で
も
稀
有
な
存
在
で
す
が
、
そ
れ
で
も
何
回
も
存
続
の
危

機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
回
が
三
九
〇
年
近
く
継
続
し
た
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
へ
移
行

し
た
時
期
で
す
。
そ
の
主
要
な
原
因
は
企
業
の
存
続
に
も
共
通
す
る
縁
故
主
義
（
ネ
ポ
テ
ィ
ズ
ム
）

で
し
た
。 

  

平
安
時
代
後
期
の
太
政
大
臣
で
あ
っ
た
藤
原
道
長
の
「
こ
の
世
を
ば
／
我
が
世
と
ぞ
思
う
／
望
月

の
／
欠
け
た
る
こ
と
も
／
な
し
と
思
へ
ば
」
と
い
う
和
歌
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
道
長
は
天
皇
一
家

と
の
姻
戚
関
係
で
第
六
六
代
一
条
天
皇
か
ら
第
七
三
代
堀
河
天
皇
ま
で
八
人
の
天
皇
を
一
族
か
ら

誕
生
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
人
で
あ
る
第
七
二
代
白
河
天
皇
も
源
平
合
戦
で
入
水
す
る
第
八
一
代

安
徳
天
皇
ま
で
九
人
の
天
皇
を
姻
戚
関
係
か
ら
輩
出
し
、
絶
大
な
権
力
を
維
持
し
て
い
ま
し
た
。 

  

こ
の
白
河
天
皇
は
一
〇
八
七
（
応
徳
三
）
年
に
第
三
皇
子
で
あ
る
八
歳
の
善
仁
親
王
を
第
七
三
代

堀
河
天
皇
と
し
、
自
身
は
上
皇
と
し
て
院
政
を
実
施
し
政
治
を
牛
耳
り
ま
す
。
そ
し
て
自
身
の
身
辺

を
警
護
す
る
た
め
住
居
で
あ
る
仙
洞
御
所
に
北
面
武
士
を
常
駐
さ
せ
る
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。
堀

河
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
第
七
四
代
鳥
羽
天
皇
が
一
一
二
三
（
保
安
四
）
年
に
退
位
し
て
上
皇
と
な
っ

て
い
た
時
期
に
、
一
八
歳
で
北
面
武
士
と
し
て
出
仕
し
た
の
が
、
今
回
、
紹
介
す
る
西
行
で
す
。 
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北
面
武
士
か
ら
僧
侶
へ
転
向 

  

出
家
す
る
以
前
の
俗
名
が
佐
藤
義
清
の
西
行
は
武
士
で
あ
り
、
天
皇
を
警
護
す
る
役
職
で
あ
っ
た

佐
藤
康
清
の
子
供
と
し
て
一
一
一
八
（
元
永
元
）
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
天
皇
か
ら
紀
伊
国
田
仲
荘

（
現
在
の
和
歌
山
県
紀
の
川
市
）
を
領
地
と
し
て
付
与
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
西
行
は
誕
生
し
た
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
一
三
五
（
保
延
元
）
年
か
ら
は
北
面
武
士
と
し
て
出
仕
し
ま
す
。
そ
の
時

期
に
は
平
治
の
乱
に
勝
利
し
て
太
政
大
臣
に
な
る
同
年
の
平
清
盛
も
北
面
武
士
と
し
て
出
仕
し
て

い
ま
し
た
。 

  

と
こ
ろ
が
六
年
が
経
過
し
た
一
一
四
〇
（
保
延
六
）
年
に
突
然
、
義
清
は
出
家
し
て
西
行
と
名
乗

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
二
三
歳
で
し
た
、
そ
の
動
機
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
親
友
が
死
亡
し
た
と

い
う
理
由
や
、
高
貴
な
女
性
に
失
恋
し
た
と
い
う
理
由
が
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
仏
教
へ
の

信
仰
が
社
会
に
流
行
し
て
い
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
時
、
仏
法
は
王
法
よ

り
上
位
に
あ
る
、
す
な
わ
ち
仏
教
は
政
治
よ
り
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
、
僧
侶
は
関
所
の
通
行
も
自
由

で
し
た
。 

  

実
際
、
一
一
二
四
（
保
安
五
）
年
に
白
河
法
皇
は
高
野
山
に
行
幸
し
て
い
る
し
、
翌
年
に
は
鳥
羽

上
皇
な
ど
と
と
も
に
熊
野
大
社
に
も
参
詣
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
帰
幸
の
直
後
に
は
殺
生
の
厳
禁
を

発
令
し
ま
す
。
一
一
二
七
（
大
治
二
）
年
に
は
再
度
、
法
皇
と
上
皇
は
高
野
山
に
行
幸
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
の
風
潮
と
と
も
に
、
平
忠
盛
が
瀬
戸
内
海
の
海
賊
の
首
領
を
逮
捕
す
る
功
績
が
あ

り
、
そ
の
子
供
で
西
行
と
同
業
の
清
盛
が
出
世
し
た
こ
と
も
出
家
に
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

  

さ
ら
に
西
行
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
が
京
都
の
嵐
山
に
あ
る
法
輪
寺
に
空
仁
と
い
う
僧
侶
を

訪
問
し
た
こ
と
で
す
。
連
歌
の
達
人
で
も
あ
り
素
晴
ら
し
い
人
柄
に
も
魅
了
さ
れ
、
何
度
も
訪
問
す

る
う
ち
に
出
家
の
意
思
を
堅
固
に
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
「
惜
し
む
と
て
／
惜
し
ま
れ
ぬ
べ
き
／

こ
の
世
か
は
／
身
を
捨
て
て
こ
そ
／
身
を
も
助
け
め
」
と
い
う
覚
悟
を
表
明
し
た
一
首
と
と
も
に
一

一
四
〇
年
一
〇
月
に
出
家
し
、
年
末
か
ら
鞍
馬
の
奥
地
に
生
活
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

白
河
以
北
の
陸
奥
を
行
脚 

  

鞍
馬
で
の
生
活
は
「
わ
り
な
し
や
／
氷
る
筧
の
／
水
ゆ
え
に
／
思
い
捨
て
て
し
／
春
の
待
ち
た
る
」

と
い
う
状
態
で
し
た
が
、
出
家
し
た
翌
年
の
一
一
四
一
（
永
治
元
）
年
に
宮
中
で
異
変
が
発
生
し
ま

す
。
鳥
羽
上
皇
が
出
家
し
て
法
皇
と
な
り
、
崇
徳
天
皇
を
廃
位
に
し
、
三
歳
の
実
子
を
近
衛
天
皇
に

し
た
の
で
す
。
そ
こ
で
崇
徳
天
皇
の
母
親
の
待
賢
門
院
（
藤
原
璋
子
）（
図
１
）
は
出
家
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
一
一
四
五
（
天
養
二
）
年
に
璋
子
が
逝
去
し
、
西
行
の
人
生
に
影
響
を
も
た
ら

し
ま
す
。 
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出
家
し
て
し
ば
ら
く
は
京
都
周
辺
の
東
山
、
嵯
峨
、
鞍
馬
な
ど
の
草
庵
を
転
々
と
し
な
が
ら
生
活

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
期
に
陸
奥
を
行
脚
し
て
い
ま
す
。
陸
奥
と
い
う
文
字
が
象
徴
す
る
よ
う

に
、
現
在
の
福
島
県
白
河
市
に
あ
る
白
河
の
関
所
以
北
は
「
み
ち
の
く
」
と
名
付
け
ら
れ
、
朝
廷
の

権
力
の
域
外
で
す
。
そ
の
よ
う
な
地
域
を
目
指
し
た
理
由
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
説
で
は

待
賢
門
院
も
し
く
は
鳥
羽
天
皇
の
皇
后
で
あ
る
美
福
門
院
（
図
２
）
に
失
恋
し
た
こ
と
が
原
因
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 

  
 

こ
の
時
期
の
西
行
の
行
動
は
明
確
で
は
な
く
、
生
涯
に
約
二
三
〇
〇
首
の
和
歌
を
制
作
し
て
い
る

多
作
の
作
家
が
「
白
河
の
／
関
屋
を
月
の
／
も
る
か
ら
に
／
人
の
心
を
／
と
む
る
な
り
け
り
」
と
い

う
一
首
の
み
し
か
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
沈
滞
し
た
気
持
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
ま

す
。
作
家
の
富
士
正
晴
は
西
行
の
伝
記
に
、
こ
の
和
歌
は
空
洞
の
よ
う
で
感
動
の
な
い
閑
散
と
し
た

印
象
を
も
た
ら
す
と
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
失
恋
の
旅
路
と
理
解
す
れ
ば
、
納
得
で
き
る
風
情
で
す
。 

 

崇
徳
上
皇
の
御
陵
を
訪
問 

  

陸
奥
の
行
脚
か
ら
帰
京
し
た
西
行
は
、
こ
れ
も
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
一
四
九
年
頃
に
高

野
山
に
移
動
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
三
二
歳
で
し
た
。
こ
の
五
月
に
落
雷
に
よ
っ
て
高
野
山
の
大
塔
や

金
堂
が
焼
滅
し
て
お
り
、
宮
中
に
人
脈
の
あ
る
西
行
は
再
建
の
た
め
の
勧
進
の
役
割
を
期
待
さ
れ
た

と
想
像
さ
れ
ま
す
。
こ
の
前
後
か
ら
、
天
皇
の
地
位
さ
え
政
治
に
利
用
す
る
長
年
の
勝
手
な
縁
故
主

義
の
宮
中
人
事
の
破
綻
が
表
面
に
噴
出
し
て
く
る
と
と
も
に
、
京
都
は
何
度
も
火
災
に
見
舞
わ
れ
ま

す
。 

 

図１ 待賢門院（藤原璋子） 
（1101-45） 

図２ 美福門院（藤原得子） 
（1117-60） 
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こ
の
よ
う
な
災
害
も
加
勢
し
て
白
河
上
皇
の
専
横
に
よ
る
宮
中
人
事
の
崩
壊
の
兆
候
が
次
第
に

出
始
め
て
き
ま
し
た
が
、
孫
の
鳥
羽
上
皇
の
一
一
五
六
（
保
元
元
）
年
の
崩
御
を
契
機
に
、
当
然
の

よ
う
に
発
生
し
た
の
が
子
供
の
崇
徳
上
皇
と
現
役
の
後
白
河
天
皇
の
朝
廷
の
勢
力
が
二
分
し
て
衝

突
す
る
「
保
元
の
乱
」
で
し
た
。
合
戦
は
数
日
で
後
白
河
天
皇
側
の
勝
利
で
決
着
し
ま
し
た
。
崇
徳

上
皇
は
讃
岐
に
配
流
さ
れ
、
多
数
の
貴
族
は
幽
閉
や
流
罪
、
武
士
は
斬
刑
と
さ
れ
ま
し
た
。 

  

西
行
は
讃
岐
に
配
流
さ
れ
た
崇
徳
上
皇
に
は
頻
繁
に
和
歌
を
送
付
し
て
い
ま
し
た
。
一
例
と
し
て

「
そ
の
日
よ
り
／
落
つ
る
涙
を
／
形
見
に
て
／
思
い
忘
る
る
／
時
の
間
も
な
し
」
と
い
う
上
皇
へ
の

追
慕
の
気
持
ち
を
表
現
し
た
一
首
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
一
一
六
四
（
長
寛
二
）
年
に
上
皇
は
配
流

の
土
地
で
四
六
歳
の
人
生
を
終
了
し
ま
す
。
そ
し
て
三
年
が
経
過
し
た
六
七
（
仁
安
二
）
年
に
西
行

は
四
国
へ
と
旅
立
ち
ま
す
。
親
友
の
僧
侶
の
西
住
と
同
行
の
予
定
で
し
た
が
、
都
合
が
で
き
出
発
は

一
人
で
し
た
。 

  

四
国
を
目
指
し
た
経
路
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
記
録
さ
れ
て
い
る
和
歌
か
ら
推
定
す
る
と
、

岡
山
の
児
島
あ
た
り
か
ら
瀬
戸
内
海
の
塩
飽
群
島
を
経
由
し
て
四
国
に
到
着
し
た
よ
う
で
す
。
四
国

で
の
旅
程
も
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
四
国
霊
場
八
一
番
札
所
に
な
っ
て
い
る
白
峰
寺
に
あ
る
崇

徳
院
陵
（
図
３
）
に
参
詣
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
参
詣
に
つ
い
て
は
「
よ
し
や
君
／
昔
の
玉
の

／
ゆ
か
と
て
も
／
か
か
ら
む
後
は
／
何
に
か
は
せ
む
」
と
い
う
一
首
の
み
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

江
戸
時
代
後
期
に
出
版
さ
れ
た
上
田
秋
成
の
読
本
『
雨
月
物
語
』
の
冒
頭
の
「
白
峰
」
は
西
行
が

崇
徳
院
陵
に
参
詣
し
て
崇
徳
上
皇
の
亡
霊
と
対
話
す
る
と
い
う
内
容
で
す
し
、
崇
徳
上
皇
が
怨
霊
と

な
る
場
面
を
描
写
し
た
有
名
絵
師
の
錦
絵
も
江
戸
時
代
に
何
枚
も
製
作
さ
れ
て
お
り
（
図
４
）
、「
保

元
の
乱
」
は
有
名
な
史
実
で
し
た
。
上
皇
は
歌
人
と
し
て
も
評
価
さ
れ
て
お
り
、
小
倉
百
人
一
首
に

は
「
瀬
を
は
や
み
／
岩
に
せ
か
る
る
／
滝
川
の
／
わ
れ
て
も
末
に
／
あ
わ
む
と
ぞ
思
う
」
が
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図３ 崇徳院陵 

図４ 崇徳院（歌川国芳） 
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最
後
の
奉
公
の
旅
路 

  

こ
の
よ
う
な
時
期
か
ら
平
氏
、
と
り
わ
け
統
率
す
る
清
盛
の
強
引
な
挙
動
が
顕
著
に
な
り
ま
す
。

一
一
六
七
（
仁
安
二
）
年
に
は
太
政
大
臣
と
な
り
、
七
一
年
に
は
長
女
の
徳
子
を
後
白
河
法
皇
の
猶

子
と
し
て
高
倉
天
皇
に
入
内
さ
せ
、
翌
年
に
は
皇
后
に
し
ま
す
。
そ
し
て
七
八
年
に
誕
生
し
た
第
一

王
子
の
言
仁
を
二
歳
で
第
八
一
代
安
徳
天
皇
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
京
都
か
ら
現
在
の
神
戸

市
中
央
区
一
帯
の
福
原
に
遷
都
を
意
図
す
る
と
い
う
横
暴
さ
で
、
源
平
合
戦
の
契
機
と
な
り
ま
す
。 

  

そ
の
よ
う
な
京
都
周
辺
の
混
乱
の
時
期
を
回
避
す
る
よ
う
に
、
西
行
は
一
一
八
〇
（
治
承
四
）
年

に
伊
勢
に
移
動
し
ま
す
。
高
野
山
の
復
興
に
目
処
が
つ
い
た
と
と
も
に
温
暖
な
海
沿
い
の
土
地
に
移

動
し
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。
こ
こ
で
は
伊
勢
神
宮
の
神
官
の
歌
詠
み
の
仲
間
と
静
穏
な
生
活

を
し
ま
す
。
こ
の
時
期
に
西
行
の
和
歌
と
さ
れ
る
伊
勢
神
宮
を
題
材
に
し
た
「
何
事
の
／
お
わ
し
ま

す
か
は
／
知
ら
ね
ど
も
／
か
た
じ
け
な
さ
に
／
涙
こ
ぼ
る
る
」
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

し
か
し
、
こ
の
静
穏
な
生
活
を
し
て
い
た
西
行
に
重
要
な
依
頼
が
到
来
し
ま
す
。
一
一
八
一
（
治

承
四
）
年
の
年
末
、
平
氏
に
反
抗
を
表
明
す
る
南
都
（
奈
良
）
の
仏
教
寺
院
を
討
伐
す
る
た
め
、
清

盛
の
命
令
に
よ
っ
て
平
氏
の
軍
勢
が
東
大
寺
や
興
福
寺
な
ど
仏
教
寺
院
を
焼
討
ち
に
し
ま
し
た
。
そ

の
戦
乱
で
焼
滅
し
た
大
仏
殿
の
再
建
の
勧
進
を
、
再
興
の
中
心
と
な
っ
た
大
勧
進
職
の
重
源
（
図
５
）

か
ら
依
頼
さ
れ
た
た
め
で
す
。
そ
こ
で
西
行
は
八
六
（
文
治
二
）
年
に
陸
奥
へ
旅
立
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

 
 

 
 

  

す
で
に
六
九
歳
に
な
っ
て
い
た
西
行
に
と
っ
て
は
決
死
の
覚
悟
の
旅
行
で
あ
り
「
頼
め
お
か
む
／

君
も
心
や
／
な
ぐ
さ
む
と
／
帰
ら
む
こ
と
は
／
い
つ
と
な
く
と
も
」
と
い
う
複
雑
な
心
境
を
吐
露
し

て
七
月
に
出
発
し
ま
し
た
。
途
中
、
鎌
倉
で
は
創
設
直
後
の
鎌
倉
幕
府
を
訪
問
し
て
頼
朝
と
談
話
を

し
て
お
り
、
西
行
が
そ
れ
な
り
の
有
名
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。
そ
れ
以
後
は
一

図６ 中尊寺金色堂 

図５ 重源（1121-1206） 
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〇
月
に
平
泉
に
到
着
し
、
陸
奥
を
支
配
す
る
藤
原
秀
衡
の
世
話
で
越
冬
し
、
翌
年
春
に
帰
京
し
ま
し

た
。 

  

こ
の
勧
進
旅
行
の
成
果
の
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
秀
衡
の
遺
骸
が
中
尊
寺
金
色
堂
（
図
６
）
の

金
棺
に
納
棺
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
奥
州
は
世
界
有
数
の
金
生
産
地
で
し
た
か
ら
成
果
は
あ
っ
た
と

想
像
さ
れ
ま
す
。
帰
郷
し
た
西
行
は
当
初
、
京
都
の
嵯
峨
に
生
活
し
ま
す
が
、
河
内
国
弘
川
村
に
移

動
し
、
一
一
九
〇
（
建
久
元
）
年
に
入
寂
し
ま
し
た
。
晩
年
の
「
願
は
く
は
／
花
の
下
に
て
／
春
死

な
ん
／
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
／
望
月
の
こ
ろ
」
と
い
う
和
歌
の
よ
う
に
逝
去
し
た
こ
と
で
も
有
名
で
す
。 

 

 

 

つ
き
お 

よ
し
お 

１
９
４
２
年
名
古
屋
生
ま
れ
。
１
９
６
５
年
東
京
大
学
部
工
学
部
卒
業
。
工
学

博
士
。
名
古
屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
２
０
０
２
、
０
３

年
総
務
省
総
務
審
議
官
。
こ
れ
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
人
工
知
能
、
仮
想
現
実
、

メ
デ
ィ
ア
政
策
な
ど
を
研
究
。
全
国
各
地
で
カ
ヌ
ー
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
し
な
が
ら
、
知
床
半

島
塾
、
羊
蹄
山
麓
塾
、
釧
路
湿
原
塾
、
白
馬
仰
山
塾
、
宮
川
清
流
塾
、
瀬
戸
内
海
塾
な
ど
を
主
催
し
、

地
域
の
有
志
と
と
も
に
環
境
保
護
や
地
域
計
画
に
取
り
組
む
。
主
要
著
書
に
『
日
本 
百
年
の
転
換

戦
略
』
（
講
談
社
）
、
『
縮
小
文
明
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
、
『
地
球
共
生
』
（
講
談
社
）
、

『
地
球
の
救
い
方
』
、
『
水
の
話
』
（
遊
行
社
）
、
『
１
０
０
年
先
を
読
む
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

所
）
、
『
先
住
民
族
の
叡
智
』
（
遊
行
社
）
、
『
誰
も
言
わ
な
か
っ
た
！
本
当
は
怖
い
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
サ
イ
バ
ー
戦
争
の
カ
ラ
ク
リ
』
（
ア
ス
コ
ム
）
、
『
日
本
が
世
界
地
図
か
ら
消
滅
し
な
い
た
め

の
戦
略
』
（
致
知
出
版
社
）
、
『
幸
福
実
感
社
会
へ
の
転
進
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）
、
『
転
換

日
本 

地
域
創
成
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
な
ど
。
モ
ル
ゲ
ン
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
連
載
「
清
々
し
き

人
々
」
よ
り
、
『
清
々
し
き
人
々
』
、
『
凛
凛
た
る
人
生
』
、
最
新
刊
『
爽
快
な
る
人
生
』
（
遊
行

社
）
な
ど
。 


